
実践報告

教職 支援 セ ンター活動報 告③

一 面 接 指 導(幼 稚 園 ・保 育 所 ・こ ど も園)を 中心 と して 一

教職支援 セ ンター特任教授 阿部 直美

1.相 談 利 用 状 況 に つ いて

1)月 別 相 談 利 用 数

表1月 別相談利用数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

実 数

(人)

12 4 13 16 9 9 14 4 3 84

の べ 数

(人)

16 5 19 32 17 14 20 4 3 130

2020年4月 か ら12月 ま で の相 談 利 用 総 数 は の べ130人 で あ っ た 。この数 字 につ い て は、

今 年 度 特 任 教 授3名 と教 職 カ ウ ンセ ラ ー に よ る新 た な体 制 とな った 教 職 支 援 セ ンタ ー にお

い て 、 昨 年 度 と の比 較 は難 しい。 しか し以 前 よ り、 幼 稚 園 教 職 課 程 を取 得 す る学 生 数 に比

べ て 、教 職 支 援 セ ン タ ー を利 用 す る学 生 数 が 少 な い状 況 が 示 唆 され て い た た め 、2019年 度

よ り教 職 支 援 セ ン タ ー を学 生 が訪 れ る機 会 が 増 え る よ う以 下 の取 り組 み を 行 っ て きた 。

① 実 習 指 導 室(U校 舎 内)へ の常 駐

幼 稚 園 教 職 課 程 を取 得 す る学 生 はそ の多 くが 児 童 学 科 の学 生 で あ り、U校 舎 で の 受 講 が

多 く、 遠 く離 れ た 教 職 支 援 セ ンタ ー を気 軽 に訪 れ る こ とが 難 しい と思 わ れ た 。 ま た幼 稚 園

担 当 者(筆 者)が 授 業 等 で 学 生 と顔 を 合 わ せ る こ と も少 な い た め 、 学 生 認 知 を促 す た め 、

2019年9月 か ら1月 ま で 週2日9:00～16:30実 習 指 導 室 に常 駐 し、学 生 の相 談 対 応 を行 な

い、 教 職 支 援 セ ン タ ー へ の 認 識 が 高 ま る よ う取 り組 ん だ 。
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② 実 習 指 導 室(U校 舎)の 充 実

学 生 が 実 習 指 導 室 を訪 れ る 目的 や ニ ー ズ が 高 ま る こ とが 重 要 と考 え、 児 童 学 科 の ご理 解

の も と、 実 習 指 導 室 の充 実 に努 め た 。 実 習 で の 保 育 の選 択 肢 が増 え る よ う、 季 節 の遊 びや

子 ど も に 人 気 の 楽 しい 遊 び(ゲ

ー ム遊 び ・鬼 ご っ こ ・身 近 な も

の を使 っ た遊 び ・作 っ て 遊 ぼ う)

等 を 配 慮 の ポ イ ン トと共 に紹 介

した り、 お す す め 絵 本 を紹 介 す

る コー ナ ー を設 置 した。

図1遊 び紹介 コー ナー 図2実 習 指導室

ま た 就 職 関連 図 書 コー ナ ー を設 け、 採 用 試 験 過 去 問題 集 の他 、 保 育 者 と は、 保 育 と は、

子 ど も とは、 を考 え る機 会 とな る図 書 を紹 介 し、 学 生 が 気 軽 に 手 に取 っ て 、 学 生 同士 で 自

由 に話 し合 い 、 学 び合 え る環 境 を整 え た。

③ 学 生 へ の 告 知

児 童 学 科 、 他 学 科 の学 生 に 向 けて チ ラ シ を作 成 し、 掲 示 板 等 を 活 用 した り、 ま た授 業 内

で配 布 した りして 積 極 的 に告 知 を行 っ た。

これ ら① ③ の 取 り組 み を通 して 一 定 数 の学 生 へ の認 知 は進 ん だ と思 わ れ るが 、2020年 度

は コ ロナ の影 響 に よ り対 面 で の取 り組 み が激 減 した た め 、 残 念 な が ら② 実 習 指 導 室 の 充 実

に伴 う学 生 の コー ナ ー活 用 に は至 らな か っ た 。

ii

湘 、lllllllll闘關
4」」5/J6J」7」 」8JJgJJ10J」11」 」12JJ

■実数 ■のべ数

図3月 別相談 利用 数

月 別 相 談 件 数(表1)を 詳 細 に み る と、7月 の相

談 利 用 数 が の べ32人 と一 番 多 く、 これ は採 用

試 験 実 施 自治 体 が 多 い 時 期 で あ る と考 え られ る。

また5月 は コ ロ ナ の 影 響 に よ る人 数 の減 少 が み

られ 、学 生 に と って 貴 重 な 時 期 に 空 白が 続 い た 。

一 人 で も多 くの学 生 が 教 職 支 援 セ ンタ ー を活 用

し、 自 らの教職 へ の思 い を実 現 で き る よ う、学 生

の ニ ー ズ や 変 わ りゆ く状 況 の 変 化 に 柔 軟 性 を 持

った対 応 を行 って い くこ とが 重 要 で あ る。
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2)学 年別相 談利用数

表2学 年別相談利用数

1回 生 2回 生 3回 生 4回 生 5回 生 以 上 合計

実数(人) 0 1 19 19 0 39

の べ 数(人) 0 1 23 106 0 130

表3月 別 ・学 年 別 相 談 利 用 数(ク ロス 集 計)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

実数
12 4 13 16 9 9 14 4 3 84

2回 生 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

311rl生 1 0 2 4 0 2 8 3 3 23

4回 生 11 4 11 11 9 7 6 1 0 60

の べ 数
16 5 19 32 17 14 20 4 3 130

2回 生 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

3回 生 1 0 2 4 0 2 8 3 3 23

4回 生 15 5 17 27 17 12 12 1 0 106
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一2回 生3回 生 一4回 生

図4月 別 ・学年 別相 談利用 数(実 数)

学 年 別 相 談 利 用 数(表2)は 、4回 生 が 大

半 占め て い る。 学 生 は とて も熱 心 に取 り

組 ん で お り、 試 験 対 策 の た め何 度 もセ ン

タ ー を訪 れ る学 生 の熱 意 に応 え る指 導 の

充 実 が 望 ま れ る。

月 別 ・学 年 別 相 談 利 用 数(表3)を み る

と、 教 員 採 用 試 験 に 向 けて の学 生 の 取 り

組 み の 動 向 が伺 え る。4月 か ら8月 は4

回 生 が 利 用 数 の 殆 ど を 占 め て い るが 、(7

月実 習 に伴 う3回 生 の 相 談 あ り)9月 に

な る と3回 生 の利 用 数 が 増 え 始 め 、10

月 ・11月 ・12月 へ と4回 生 を上 回 る利 用 数 へ と転 じ る。 つ ま りこの 時 期 に3回 生 が 教 員

採 用 試 験 に 向 けて セ ンタ ー を利 用 す る等 動 き出 す 時 期 で あ る こ とが 伺 え る。
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3回 生 の相 談 内 容 は 「進 路 相 談 」 と 「実 習 関 係 」で、2020年4月 か ら12月 に お い て は、

進 路 相 談15件 、 実 習 関 係8件 とな って い る。

進 路 相 談 の 主 な 内容 と して は、

・公 立 と私 立 どち ら に しよ うか迷 っ て い る

・幼 稚 園 教 諭 、 保 育 士 ど ち ら に しよ うか迷 って い る

・ど の 自治 体 を受 け るか 迷 っ て い る

・公 立 採 用 試 験 に 向 けて の勉 強 方 法 や 出題 傾 向、 お勧 め の参 考 書

・先 輩 の合 格 状 況

・3回 生 の今 す べ き こ と 等 で あ る。

個 別 に面 談 を実 施 し、 疑 問 を解 決 す べ く進 路 相 談 を行 っ て い るが 、 これ ら の相 談 内 容 は

教 職 支 援 セ ン ター を訪 問 して い な い 学 生 も知 りた い情 報 で あ る と も考 え られ る。9月 か ら

の3回 生 の 動 向 も踏 ま え て、 教 職 支 援 セ ンタ ー と して3回 生 にむ けて 発 信 して い くこ とが

重 要 で あ り、 そ の 方 法 につ い て も検 討 して い きた い。 幼 稚 園 教 員 採 用 試 験 に お い て は、9

月 以 降 の試 験 実施 自治 体 も多 く、4回 生 と共 に3回 生 の ニ ー ズ に も対 応 で き る よ う年 間 を

通 して 緩 み な い 支 援 体 制 の 必 要 性 が 認 識 で きた 。

3)所 属別相 談利用数

表4所 属別相談利用数

国文 英文 史学 教 育 心 理 音 楽 旧 立
ノ]里 食 物 生 活 生 活 現 代 法 学 合計

学 しi、〔 学 ㌧1,〔 教 育 学科 栄 養 造 形 福 祉 社 会 部 法

攻 攻 学 専

攻

学科 学科 学 科* 学科 学科

実 数

0 0 0 11 0 1 27 0 0 0 0 0 39

(人)

の べ 数

0 0 0 27 0 2 101 0 0 0 0 0 130

(人)
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所 属 別 相 談 利 用 数(表4)を み る と、

児 童 学 科 の学 生 の相 談 が 実 数27人 と

多 か っ た。

教 育 学 専 攻 の 学 生 も実 数11人 お り、

教 育 学 専 攻 に お け る幼 稚 園 教 職 課 程 を

履 修 す る学 生数 を考 慮 す る と、 利 用 数

■国文 英文 が 多 い こ とが わ か る。 教 育 学 専 攻 の 学

■史学 ■教育学専攻 生 は
、 小 学 校 教 員 免 許 も取 得 予 定 で あ心理学専攻

■音楽教育学専攻

■児童学科 ■食物栄養学科 るが 、幼 稚 園(保 育 所 ・こ ど も園 を含 む)

就 職 へ の確 固 た る意 志 を有 して い る こ と図5月 別所 属別相 談利用 数

が 印 象 的 で あ っ た。 教 育 実 習 や 介 護 等 体 験

等 を通 して小 学校 教 育 等 色 々 な現 場 を経 験 す る こ とで 、 自 らの進 路 につ い て 考 え る機 会 が

多 い こ と も影 響 して い る よ うに感 じ られ た。

2.相 談 内 容 に つ い て

1)相 談 内 容 別 利 用 数

表5相 談内容別利用数

個人面接指導 集団面接指導 文章添削指導 進路相談 実習関係 合計

の べ 数(人) 84 10 7 18 11 130

相 談 内容 別 に学 生 の利 用 数 を み る と(表5)個 人 面 接 指 導 が 一 番 多 く84人 で あ っ た。これ

は コ ロナ の影 響 に よ り、 教 員 採 用 試 験 に お い て 集 団面 接 や 集 団討 議 を 中止 し、 個 人 面 接 を

何 度 も実 施 す る 自治 体 が 多 か っ た こ と、zoomを 活 用 した 面 接 指 導 と な っ た こ と も理 由 と

して 考 え られ る。zoomを 利 用 した 面 接 練 習 は初 め こそ 違 和 感 が あ った もの の 、 少 人 数 で

の活 用 とい う こ と もあ り、 ス ム ー ズ に導 入 で きた 。

実 習 関 係 の相 談 につ い て は、 音 楽 教 育 学 専 攻 の 学 生1名 の相 談 が あ った 。 実 習 日誌 の 書

き方 、 指 導 計 画 の作 成 に対 す る質 問 内 容 で 、 幼 稚 園実 習 を控 え て お り、 幼 稚 園 へ の就 職 が

決 定 して い る に もか か わ らず 、 これ らの指 導 を受 け る機 会 が無 か っ た との こ とで あ った 。

この よ うな少 人数 の学 生 の ニ ー ズ に対 して も、 ア ンテ ナ を立 て て 教 職 支 援 セ ン タ ー と して

出来 る こ とを確 認 す る と共 に、 学 生 に発 信 して い く こ との 重 要 性 に気 づ か され た。
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2)面 接 指 導 につ い て

学 生 の利 用 数 が 一一番 多 か っ た個 人 面 接 指 導 にお い て 、 学 生 に み られ た傾 向 と課 題 、 指 導

に つ い て 考 え る。

傾 向 と課 題Episode①

学 生 は幼 稚 園 教 育 要 領 等 に書 か れ て い る文 章 を とか く並 べ て話 そ う とす る。 い わ ゆ る教

科 書 に載 っ て い る文 章 は間 違 っ て い な い の で 安 心 だ と考 え るの か 、 書 か れ て い る文 章 を そ

の ま ま話 す 。 しか し間 違 って は い な くて も、 自 らの思 い は全 く話 せ て お らず 、 相 手 の 心 に

な に も届 い て い な い こ と に気 づ い て い な い。 大 切 な こ と は、 自 らの 思 い、 考 え を話 す こ と

で あ る とい う こ とに気 づ く こ とが課 題 とな る。

〈指 導 に つ い て 思 うこ と〉

今 話 して い る こ とが、自 らが 本 当 に考 えて い る こ と、思 っ て い る こ とな の か を問 い か け、

そ の 背 景 を一 緒 に考 え る。 学 生 自 らの 経 験 を思 い 出 し、 そ の時 どの よ うに 感 じ、 どの よ う

な こ と を学 ん だ のか 、 丁 寧 に振 り返 る。 そ して 自 ら考 え、 自 らの 言 葉 で表 現 す る こ とが で

き る よ う、 教 科 書 で は な い 大 き な 安 心 感 に繋 が る こ と に気 づ か せ て い く。 学 生 の一 つ ひ と

つ の経 験 を紐 解 き、 自 らの 思 い を確 か な もの に して い く指 導 が大 切 で あ る。

傾 向 と課 題Episode②

「こ ん な こ と面 接 で言 って もい い ん で す か 」 学 生 の 言 葉 で あ る。 特 技 と聞 か れ て 、 言 っ

て も良 い か悩 ん だ フ レー ズ は、 「私 の 特 技 は ご飯 を美 味 し くい っ ぱ い食 べ る こ とで す 」 で

あ る。

〈指 導 につ い て 思 うこ と〉

面 接 指 導 を通 して 、 学 生 に は是 非 自 らの素 敵 な個 性 を発 見 して 欲 しい。 とい っ て も、 自

分 で は それ が個 性 と気 づ か な か った り、 良 さ と思 え な か っ た りす る学 生 も多 い 。 学 生 が 自

らの個 性 を 自覚 し、 そ の こ とが 自信 に繋 が り、 本 人 の表 情 に も、 し ぐ さに も、 目の輝 き に

も生 き生 き と表 現 され る よ う、 指 導 者 に は学 生 の個 性 を探 す 力 、伸 ばす 力 が 求 め られ て い

る と感 じて い る。

面 接 指 導 で は多 くの学 生 が 緊張 して 臨 む 。 緊 張 感 と闘 い な が ら臨 む 学 生 の 姿 に感 動 しつ

つ 、 冷 静 な指 導 を心 が け る 日 々 で あ っ た。 学 生 が 、 愛 情 を注 い で くれ た先 生 、 苦 しい とき

助 けて くれ た先 生 、 知 らな い こ と を教 え て くれ た 先 生 、 一 緒 に笑 っ た先 生 、 色 々 な先 生 と

出会 う経 験 こそ が 将 来 の 力 に な る と信 じ、 学 生 と真 摯 に向 き合 い た い。
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3.今 後 の課 題

現 在 教 職 に 向 けて の取 り組 み につ い て は 、学 生 の 自主 性 に任 さ れ て い る と こ ろが 大 き い 。

勿 論 学 生 は 「教 師 に な る」 とい う意 思 を持 ち 、 主 体 的 に取 り組 む こ とが大 切 で あ るが 、 周

りの 人 は ど う して い るの か 、自分 は遅 れ て い な い か 等 不 安 を感 じて い る学 生 も少 な くな い 。

学 生 が 入 学 して か らの4年 間 、教 師 に な るた め に どの よ うな経 験 が 必 要 で 、 どの よ うな こ

と を身 につ けて お くべ きか 等 、 自 らが 進 む べ き道 を1回 生 か ら4回 生 ま で 目 に見 え る形 で

示 して い く こ とが 重 要 で あ る。 教 職 課 程 ハ ン ドブ ッ ク を見 直 す と と もに、 教 職 支 援 セ ン タ

ー が 学 生 の道 標 とな る よ う、 取 り組 み に つ い て も検 討 を重 ね て い き た い。

今 年 度 教 職 支 援 セ ンタ ー の特 任 教 授 が 各 分 野 揃 い、 教 職 カ ウ ンセ ラ ー も新 しい顔 ぶ れ と

な り、 新 しい体 制 が ス タ ー トした 。 ま た コ ロナ 流 行 に よ る対 面 自粛 や 入 校 禁 止 等 、 これ ま

で の 日常 に も変 化 が あ った 。今 ま で の概 念 に と らわ れ ず 、学 生 の ニ ー ズ を捉 えた 支 援 事 業 、

支 援 内 容 の検 討 、 様 々 な ツー ル を活 用 した発 信 力 等 考 えて い きた い 。

ま た 中学 校 ・小 学 校 と比 べ て 、 幼 稚 園(保 育 所 ・こ ど も園 を含 む)を 目指 す 学 生 へ の 対 策

講 座 等 支 援 体 制 が 少 な い 状 況 で あ る。 新 た な 支 援 体 制 や 補 足 支 援 等 につ い て 検 討 して い き

た い 。 そ して な に よ り、 一 人 で も多 くの学 生 が 夢 を 叶 え る こ とが で き る よ う、 この活 動 報

告 を踏 ま え た課 題 を再 確 認 し、 自 らの 指 導 力 の 向上 に努 め て い きた い。
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